
          

 

 

ありがとうございました！ 
２月１４日（金）は、今年度最後の授業参観でした。これまで 

積み上げた学習の成果や子ども達の成長の様子、学校の取り組み 

などを参観していただきました。お忙しい中ご来校いただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長井市立致芳小学校だより 

令和２年 ２月１８日 

第２３号 

校是「和致芳」 

 

 

【今年度の合いことば】  
いつでも どこでも だれにでも  
「えがお」で「おはようございます！」 
「えがお」で「ありがとうございます！」  

あいさつから、ひびきあう仲間・学び・挑戦！ 

 

 

 ６年生（たんぽぽ国語）は、

『支度』という詩を学習しま

した。中学校に向けての「心

の支度」も重ねながら学習し

ました。 

 

 

 ５年生（算数）は、『円と多角形』の

学習を活かして、プログラミングによる

正方形や正五角形、正六角形など、いろ

いろな正多角形の作図に挑戦しました。 

 

  

２年生（体育）は、なわとび運動。短縄

でいろいろな跳び方を練習したり、大縄で

回数の新記録をめざしたりしました。 

６年生（国語）は、聴診器で自分の心

音を聴いて学習がスタート。日野原重明

さんの『きみへ』というメッセージを読

み、「いのち」について考えてみました。 
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３年生（外国語活動）は、これまで学習

した英語での言葉を確かめながら、英語を

使った歌やゲームに取り組みました。 

１年生（学級活動）は、『おとなのはを大せつ

にしよう』というめあてで、６歳臼歯を大切にす

るために頑張ることを学習しました。 



 ２月６日（木）第２回学校運営協議会を開催しました。 

子ども達の学習の様子を見ていただいた後、本校のコミュ 

ニティスクールとしての取り組みを学校評価などから振り 

返り、来年度の学校経営や学校運営協議会のあり方につい 

いて、活発な話し合いを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今年度も、学校運営協議会の皆様はじめ、たくさんの地域の方々・関係機関の方々に、学校

と子ども達を支えていただきました。誠にありがとうございました。来年度もどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆西置賜地区「税に関する絵はがき」コンクール   ◆長井市「ポイ捨て防止」「地球温暖化防止」 

  優秀賞 ⑥   ⑥               啓発ポスターコンクール 

◆西置賜地区読書感想画コンクール           最優秀賞 ⑥ 

  特選  ⑥ 

◆長井市ボランティア体験作文コンクール      ＊長井市民なわとび大会から 

  特選  ⑥                ロープジャンプ 小学生の部 

  入選  ④                第２位 致芳小６年「未来永劫」チーム 

《特に話題になったこと》 

授業や子ども達の様子について…授業での子ども達の笑顔から、どの学級も子ども達を伸ばす学

級経営がなされていることがわかる。家庭学習を頑張っている児童が多く、すばらしい。 

来年度の学校経営や学校運営協議会に向けて…来年度は新学習指導要領が全面実施となり、小学

校で５・６年英語が教科になる・プログラミング教育が始まるなど、指導する教師は大変にな

ってきているのではないか。学校運営協議会やコミュニティセンター、地域で学校を助けるこ

と・一緒にできることがあったら協力したい。地域の方々の優れた力を学校に貸していただく

ようにお願いしていく。獅子踊りでのかかわり、コミュニティセンター事業とかかわらせた学

校支援、学校と家庭と一緒になって取り組む生活リズムなど行っていきたい。 

 

当日の学習の様子より（４年理科） 

 高橋鯉屋さんが、今年も２月３日～１０日にかけて、市内全小学校の６年生に「鯉の

甘煮」を提供してくださいました。 

本校は、５日（水）に高橋鯉屋さんにおいでいただき、郷土食としての「鯉の甘煮」

の由来や食べ方のコツ（小骨に気を付けるコツ）などを教えていただきました。その後、

給食の時間においしくご馳走になりました。上手に骨を除いて食べたり、美味しいと言

われている皮まで 

残さず食べたりす 

る子もいて感心し 

ました。料理して 

くださる方のお話 

を直接お聞きする 

ことで美味しさが 

一段と増したのだ 

と感じました。 
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 ＜児童代表お礼の言葉より＞ 

みんな、楽しそうに美味しそうに食べていました。今日は、郷土食を

知るいい経験ができました。ありがとうございました 


